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熱中症に関する緊急対策の申し入れを実施

災害級の酷暑から区民を守る施策を

連
日
の
猛
暑
の
中
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
の
調
査
で
は
、
杉
並
区
内

の
救
急
搬
送
人
員
は
昨
年
７
月
の
５
９
人
を
大
き
く
上

回
り
、
１
５
６
人
と
３
倍
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す

（
東
京
都
は
昨
年
１
７
１
３
人
、
本
年
４
３
８
３
人
）
。

杉
並
区
内
で
熱
中
症
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、

６
月
～
８
月
７
日
ま
で
で
６
人
に
も
及
ん
で
い
ま
す

（
東
京
都
監
察
医
務
院
へ
の
聞
き
取
り
）
。

ま
さ
に
「
命

に
関
わ
る
危
険

な
暑
さ
」
と
な
っ

て
お
り
、
行
政

と
し
て
命
を
守

る
緊
急
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

８
月
８
日
、
党
区
議
団
は
区
長
・
教
育
長
に
対
し
、

熱
中
症
対
策
の
推
進
を
求
め
、
緊
急
の
申
し
入
れ
を
実

施
し
ま
し
た
。

応
対
し
た
保
健
福
祉
部
長
は
、
緊
急
対
策
の
必
要
性

を
認
め
、
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

気
象
庁
は
、
今
年
の
暑
さ
は
「
災
害
」
と
異
例
の
記

者
会
見
を
行
な
い
、
当
面
続
く
猛
暑
に
厳
重
な
警
戒
が

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
熱
中
症
対
策
に
と
ど
ま

ら
ず
、
特
別
な
対
策
が
必
要
で
す
。

無
理
な
外
出
は
控
え
、
た
め
ら
わ
ず
に
冷
房
を
使
用

す
る
こ
と
、
水
分
や
塩
分
の
こ
ま
め
な
補
給
な
ど
、
万

全
の
備
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
、
熱
中
症
対
策
の
推
進
に
向
け
、
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送

昨
年
の
３
倍
近
く
に
・
・
・

■党区議団の緊急申し入れは

・すでに荒川区などで実施している高齢者・障がい者・

低所得世帯等へのエアコン購入費、及び電気代の補助等

の支援策を講じること。

・高齢者や障害者世帯、一人暮らし世帯への対策とし

て、ケースワーカー等の区職員や地域包括支援センター

など関係者で連携し訪問活動を行うなど、対策を講ずる

こと。熱中症予防対策

の周知徹底を図ること。

・区立小中学校はじめ、

すべての体育館へのエ

アコン設置を順次すす

めること。

など、１０項目です。

特
別
な
対
策
が
必
要

区
も
必
要
性
認
め
る

災
害
級
の
酷
暑

万
全
の
備
え
を



広島・長崎 被爆７３年

核兵器禁止条約 １日も早い発効を
８
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
か
ら
も
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が
多
数

参
加
。
広
島
市
内
各
地
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
特

別
集
会
、
分
科

会
な
ど
が
取
り

組
ま
れ
、
被
爆

の
実
相
を
広
げ
、

核
兵
器
禁
止
条

約
の
発
効
を
求

め
る
国
際
的
共

同
の
発
展
を
め

ざ
そ
う
と
決
意

あ
ふ
れ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
と
す
る
、

画
期
的
な
核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択

さ
れ
て
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
日
本
は
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
率
先
し
て
参
加
す
る
の
が
当
然
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権
と
自
民
党
は
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に

は
核
兵
器
国
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
。
条
約
に
は
核
兵
器
国
は
残
念
な
が
ら

一
国
も
参
加
し
て
い
な
い
」
と
し
て
、
条
約

に
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
ま
す
。

平
和
記
念
式
典
で
も
、
広
島
市
長
や
市
議

会
議
長
、
県
知
事
、
国
連
事
務
総
長
代
理
ま

で
す
べ
て
の
人
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
ふ
れ

た
な
か
で
、
安
倍
首
相
は
一
言
も
ふ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
核
保
有
国
に
気
が
ね
し
て
口
に

で
き
な
い
安
倍
首
相
。
い
っ
た
い
、
ど
こ
の

国
の
総
理
大
臣
な
の
で
し
ょ
う
か
。

核
兵
器
廃
絶
は
、
緊
急
で
切
実
な
課
題
で

す
。
こ
の
条
約
は
、
国
連
加
盟
国
50
か
国
が

署
名
・
批
准
す
れ
ば
、
正
式
に
効
力
を
持
ち

ま
す
。
８
月
３
日
現
在
、
59
か
国
が
署
名
し
、

14
か
国
が
批
准
し
ま
し
た
。
各
国
の
署
名
・

批
准
を
す
す
め
、
一
日
も
早
く
核
兵
器
禁
止

条
約
を
発
効
さ
せ
る
た
め
に
、
世
界
の
世
論

を
大
き
く
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

原
水
爆
世
界
大
会

多
彩
な
テ
ー
マ
で
交
流

不
参
加
変
わ
り
な
い
ー
条
約

に
背
を
向
け
る
安
倍
首
相

59
ヵ
国
署
名
、
14
ヵ
国
批
准

（
写
真
＝
６
日
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー

集
会

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
よ
り
）

８月３～５日、開催された

杉並ピースフォーラム。大勢
の市民が訪れていました。

日
本
共
産
党
都
議
団
は
７
月
31
日
、
酷
暑
が
予
想

さ
れ
る
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
日
程
を
再
検
討
す
る
よ
う
、
小
池
百
合
子
都

知
事
と
森
喜
朗
大
会
組
織
委
員
会
会
長
に
申
し
入
れ

ま
し
た
、

共
産
党
都
議
団
は
、
気
象
庁
が
「
災

害
と
認
識
」
と
い
う
ほ
ど
の
猛
暑
で
熱

中
症
の
被
害
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
の
開
催
を
多
く
の
都
民

が
心
配
す
る
と
と
も
に
、
専
門
家
か
ら

危
惧
す
る
声
が
上
が
り
、
海
外
メ
デ
ィ

ア
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
「
２
年
後
も
災
害
レ
ベ
ル
の
暑
さ

と
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
ア
ス

リ
ー
ト
や
観
客
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
危
険
に
さ
ら

し
か
ね
な
い
」
と
し
て
、
専
門
家
や
選
手
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
９
月
か
10
月
に
開
催
す
る
こ
と
も
含

め
て
改
め
て
検
討
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

申
し
入
れ
書
を
受
け
取
っ
た
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
総
務
部
長
は
、

「
（
要
請
内
容
を
）
関
係
部
局
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

組
織
委
員
会
に
も
話
を
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

今
日
の
状
況
を
見
れ
ば
、
「
災
害
」
レ
ベ
ル
の
暑

さ
の
危
険
性
は
明
ら
か
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
ア

ス
リ
ー
ト
や
観
客
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
守
る
五
輪
に

な
る
よ
う
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

猛
暑
の
五
輪

時
期
再
検
討
を

こ
の
ま
ま
い
っ
た
ら

共
産
党
都
議
団
が
知
事
に
申
し
入
れ

杉並ピースフォーラムに
行ってきました！


